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備えることはつながること  
校長  小菅 みちる 

 

 ２学期がはじまりました。9月１日は始業式の日であるとともに、「防災の日」でした。今

年は、7 月に発生した熊本地震、8 月に発生した千葉豪雨など、各地で大きな災害が発生し

ました。被災された皆様に、心よりお見舞い申し上げます。一日も早く、穏やかな日常が戻

りますことを願っています。 

 そして昨日 9月 7 日、大田区立小・中学校は、大雨による臨時休業となりました。まさに

今、私たちは「災害は決して遠いところで起こるこのではない」ということを、身をもって

感じています。 

 始業式で私は、災害から自分の命を守るために、日頃から「もし、今、災害が起きたら」

と考え、備えておくことの大切さについて話をしました。では、災害が起きたとき、私たち

はどうすればよいのでしょうか。 

 防災を考える上で大切な言葉に、「自助・共助・公助」があります。 

 「自助」とは、自分の命は自分で守ることです。地震が起きたときに身を守る、避難経路

を確認しておく、家庭で災害時の連絡方法や集合場所を決めておくなど、まず自分自身がで

きる備えをしておくことです。「共助」とは、家族や友達、地域の人たちと助け合うことです。

大きな災害が起きたときには、すぐに行政等の支援が届かないこともあります。そんなとき、

近くにいる人同士が声をかけ合い、支え合うことが大きな力になります。そして「公助」と

は、行政や消防、警察、自衛隊等による支援です。災害が発生したとき、救助活動や避難所

の開設、物資の提供等、私たちの生活を支える重要な役割を担います。 

 この３つは、それぞれが別々にあるのではありません。「自分で備える」ことが「周りの人

を助ける力」につながり、地域で助け合うことが行政などの支援をより効果的にすることに

もつながります。学校も、災害時には地域の大切な拠点となります。だからこそ、日頃の避

難訓練や防災学習を「訓練だから」と考えるのではなく、自分や大切な人の命を守るための

学びとして取り組んでほしいと思います。 

 「災害が起きたらどうするか」だけではなく、「災害が起きる前に何ができるか」を考える

ことが大切です。今日、家に帰ったら、「もし今、大きな地震が起きたら、どこに避難する？」

と話してみてください。一人ひとりの小さな備えが、家族を守り、友達を守り、地域を守る

力になります。 

 備えることは、自分を守ること。そして、人と人とのつながりをつくることです。今回の

臨時休業を一つの機会として、学校、家庭、地域がそれぞれの役割をもう一度考えるととも

に、支え合うことのできる「防災」にしていきたいと思います。 
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学校だより 9月号    感想などありましたらお書きください。お名前を伏せて掲載させていただくことがございます。 
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有志合唱 今年も素晴らしい歌声でした！！ 
 

７月２８日(火)に第 93 回 NHK 全国学校音楽コンクール東京都コンクール 中学校の部 

が府中の森芸術劇場にて開催されました。今年度も有志合唱の生徒の皆さんが出場し、課題

曲「花へ。」、自由曲「ヒカリ」を披露しました。1 学期中から昼休みや放課後の時間に有志

が集い、練習に励んできました。部活動や学年の活動が忙しい中、有志合唱の皆さんは素晴

らしい歌を披露してくれました。残念ながら、今年は東京都本選への出場は叶いませんでし

たが、ベストな合唱を披露し、予選・A 銀賞 を受賞しました。皆さん大変お疲れ様でし

た。けやき祭での発表を楽しみにしていてください。 

 

◆有志合唱のメンバー 

ソプラノ 

１年生  ３人 

２年生  ２人 

３年生  ５人 

 

アルト 

２年生  ４人 

３年生  ３人 

 

男声 

 １年生  １人 

３年生  ６人 

 

 

 

 

 防災活動拠点訓練に参加しました  
  

８月 23日（日）に「防災活動拠点訓練」が行われました。夏休み中の訓練にもかかわら

ず、多くの生徒が参加しました。地域の方との訓練を通して「もしもの時の備え」について

学ぶことができました。小学生は「まずは自分の身を守る（自助）」ことが最優先ですが、

中学生は自分の身を守ることだけではなく「共助（地域やコミュニティの中で他者と協力し

て助け合うこと）」が求められます。 

 夏休み中の活動でしたが良い経験になったことかと思います。ぜひ、もしもの時には今回

の経験を生かし地域の一員として活動してください。 

 

１年  ４人 

 

２年  ５人 

 

３年 １１人 

 

 

 



 

 

けんちゃんの朝顔が満開です！！ 
 

６月の放課後に、ＫＦＣプロジェクトで行った“けんちゃんの朝顔の種をまこう！”の朝

顔が９月になって満開になりました。 

この朝顔の種は、以前「命の大切さを学ぶ教室」の講師としておいでいただいた高田香さ

んからいただいた大切な種です。高田さんの息子さんは小学１年生のとき交通事故で亡くな

ってしまい、息子さんが大切に育てていた朝顔からとれた種を、交通安全の一環として配っ

てくださっているそうです。これからもこの活動を広げていけるように考えています。 

今年も多くのボランティアの生徒たちが水やりをしてくれました。ありがとうございまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       雪谷石川台自治会盆踊り大会 

～今年も多くのボランティアが参加しました～ 

 

 ７月１８日（土）、１９日（日）に「雪谷石川台自治会盆踊り大会」に参加し、宝さがしや

スーパーボールすくい、かき氷、綿菓子等のブースを担当しました。長時間の活動でしたが、

どの生徒もみんな良い顔をしていました。 

お祭り当日、会場ですれ違った子供連れの親子からは「楽しかったね～♪」、「お兄ちゃん

優しかったね！」等の声も聞こえてきました。中学生として地域のために貢献できた活動で

した。 

 

１年  ２８人 

 

２年  ４３人 

 

３年  ４７人 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

  

学校改築に向けて、校庭の体育倉庫やプール、プール更衣室等がすべて解体され、校舎棟

が建設される敷地が整備されました。１１月頃から新校舎建築工事が始まります。 

また、新校舎の完成模型や新校舎の完成イメージが玄関に展示されています。 

 

 

                    

 

 

 

 

 

        新校舎建設用地           新校舎の完成模型 

 

 

 

大盛況のなか石中フェスティバルが行われました！ 
９月５日（土）に石中フェスティバル（以下「石フェス」）が行われました。心配された雨

も朝のうちに止み無事に開催することができました。今年の石フェスも近隣小学校の小学生

を招いての石フェスとなり、当日は多くのお客様が来校し大盛況でした。各部活動の体験ブ

ースでは以下〈部活体験一覧〉の催しが行われました。父母と 

教師の会からは、模擬店、ボーリング、ボールすくい、輪投げ、 

南信ビルサービス（株）によるピンポン玉を使ったゲームなど 

のコーナーが開設されました。かわいらしく装飾された各コー 

ナーは大賑わいで、絶えずお客さんが並んでいる状態でした。 

小学生に優しく教えたり一緒に活動したりする石中生の皆さ 

んの姿はとても立派で頼もしく、石フェスの精神「おもてなし」 

あふれるイベントとなりました。 

〈部活体験一覧〉 

バドミントン部 シャトル打ち！ラリーを体験！ 

吹奏楽部 吹奏楽演奏 

卓球部 中学生とラリーを楽しもう！ 

野球部 ストラックアウトに挑戦しよう！ 

陸上競技部 かけっこ教室 

硬式テニス部 テニス体験（打ったボールを的に当てよう！） 

演劇部 演劇（２部公演） 

電気工作部 作品制作 

A組（アクティ部） 玉入れ、輪投げ、フリスビー 

 

 

 

 



 

 

◇表彰の記録◇ 
◆バドミントン部 

 

 令和８年度 東京都中学校バドミントン選手権大会Ａブロック予選 

 男子ダブルス  準優勝  ３年生  ２人 

 

令和 8年度 大田区中学校バドミントン選手権大会 

女子団体 ７位  ３年生  ５人 

 

 

 ◆第 9３回 NHK全国学校音楽コンクール東京都コンクール ７月２８日 

   

中学校の部 東京都予選  銀賞   

 

 

◆第 6６回東京都中学生吹奏楽コンクール ８月４日 

   

B部門  銅賞   

 

 

◆吹奏楽部のリーダーの表彰 ８月４日 

 

吹奏楽部 ３年生  １人 

 

 

 ◆第 14回全日本小中学生ダンスコンクール東日本大会 

  中学生部門学校参加の部  銀賞 

  O.T.A. CRYSTAL  ３年生  １人 

  


